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11B NMRによる生体内微量金属の検出：
ホウ素クラスター分解反応を利用した
化学プローブの開発
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講師：田中智博研究員
公益財団法人野口研究所
糖鎖有機化学研究室
日時：平成29年12月2日（土）
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会場：東京医科歯科大学　生体材料工学研究所
第二会議室22号館（１階）
Abstract:ヒトの体には銅、鉄やマンガンといった様々な金属イオンが存在しており、それらの生体内濃度は疾患によって変化することが知られている。そのため、これらの金属を非侵襲的に検出する方法論の開発は診断医学の発展において重要である。そこで、私たちはこれまでに生体由来のノイズの影響が少ない11B NMRを用いた金属イオンの検出法の開発を目指して研究を進めてきた。本セミナーでは、この銅（II）イオンによるo-カルボラン分解反応を利用した銅イオン検出のための11B NMR化学プローブの開発について発表する。
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お問い合せ：生体材料工学研究所　
ﾒﾃﾞｨｼﾅﾙｹﾐｽﾄﾘｰ分野
田辺、亀井(内線8036)
